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事

業

計

画

や

指

導

員

の

把

握

平
成
２８
年
度
指
導
員
総
会
が
、

６
月
２８
日
（火
）
愛
知
県
ス
ポ
ー
ツ

会
館
で
午
後
７
時
３０
分
か
ら
開
か

れ
ま
し
た
。

ま
ず
本
田
光
彦
指
導
委
員
長
の

挨
拶
で
始
め
ら
れ
、
以
下
の
議
題

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

１
．
平
成
２７
年
度
事
業
報
告

５
月
１９
日
勉
強
会

（確
保
技
術

講
習
会
に
つ
い
て
）
県
ス
ポ
、

５
月
２６
日
（同
）
羽
根
井
地
区
市

民
館

６
月
１３
～
‐４
日
全
国
指
導
員
総

会

（東
京
）

６
月
２０
日
岳
連
指
導
員
総
会

（県
ス
ポ
）

６
月
２０
日
確
保
技
術
講
習
会

（確
保
の
基
礎

・
検
定
）
鞍
ヶ
池

９
月
３０
日
勉
強
会

（介
助
懸
垂
）

県
ス
ポ
、

１０
月
８
日
（同
）
羽
根

井
地
区
市
民
館

Ｈ
月
１５
日
読
図
講
習
会

（
コ
ン

パ
ス
の
使
い
方
）
大
高
緑
地
公

園１
月
１２
日
指
導
員
集
会

（中
間

報
告
）
羽
根
井
市
民
館
、
１
月

‐９
日
（同
）
県
ス
ポ

２
月
９
日
勉
強
会

（
ス
タ
ン
デ

ィ
ン
グ
ア
ッ
ク
ス
ビ
レ
イ
）
県

ス
ポ
、
２
月
１８
日
（同
）
羽
根
井

２
月
２５
日
専
門
基
礎
理
論
検
定

（筆
記
試
験
）
県
ス
ポ

２
月
２７
～
２８
日
雪
山
技
術
講
習

会

（雪
山
の
基
礎
）
大
日
ヶ
岳

２
．
平
成
２７
年
度
会
計
報
告

各
事
業
の
講
師
手
当
及
び
交
通

費
、
参
加
費
な
ど
の
決
算
報
告

３
．
平
成
２８
年
度
事
業
計
画

ｏ
５
月
１７
日
第
１
回
登
山
勉
強
会

（県
ス
ポ
）
５
月
２４
日

（豊
橋
）

ｏ
６
月
１８
日
指
導
員
研
修

（南
山
）

ｏ
６
月
２５
～
２６
日
確
保
技
術
研
修

講
習
会

（鞍
ヶ
池
公
園
）

・
６
月
２８
日
指
導
員
総
会

（県
ス

ポ
）

ｏ
９
月
２０
日
第
２
回
登
山
勉
強
会

（豊
橋
）
１０
月
１２
日

（県
ス
ポ
）

。
Ｈ
月
１３
日
読
図
講
習
会

（大
高

緑
地
）

。
１
月
１７
日
指
導
員
集
会

（県
ス

ポ
）
１
月
３‐
日

（豊
橋
）

ｏ
２
月
７
日
第
３
回
登
山
勉
強
会

（豊
橋
）
２
月
１４
日

（県
ス
ポ
）

ｏ
２
月
２５
～
２６
日
冬
山
技
術
講
習

会

（場
所
未
定
）

４
　
指
導
員
の
登
録
状
況

５
．
全
国
指
導
員
総
会
報
告

６
．
そ
の
他

そ
の
他
事
項
と
し
て
、
名
誉
指

導
員
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、　
一
部

規
約
を
改
正
し
て
了
承
さ
れ
、
ま

た

「
山
の
日
」
制
定
を
記
念
し
た

イ
ベ
ン
ト
の
計
画
、
更
に
最
近
天

然
記
念
物
の
岩
に
、

ハ
ー
ケ
ン
が

打
ち
込
ま
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い

て
も
話
し
合
わ
れ
た
。
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読

図

を

学

ん

で

安

心

登

山

／

講
師

。
指
導
員
　
河
〕
　

〈
口
　

書
″
　

肖
円

５
月
１４
日
（日
）愛
知
県
山
岳
連

盟
主
催
の
「愛
知
県
民
登
山
教
室
」

実
践
教
室
１

（読
図
）
が
豊
田
市

の
猿
投
山
で
実
施
さ
れ
、
講
師
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

岳
連
の
岩
瀬
副
理
事
長
が
運
営

を
担
当
さ
れ
、　
一
般
か
ら
の
参
加

者
は
５
名
で
あ

っ
た
。
地
図
は
約

９
０
０
０
分
の
１
の
拡
大
し
た
も

の
を
使
用
、
や
は
り
講
習
会
は
こ

れ
く
ら
い
拡
大
し
な
い
と
や
り
に

く
い
。
今
回
新
た
に
取
り
入
れ
た

講
習
内
容
は
、
ス
マ
ホ
に
地
図
ア

プ
リ
の

「ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
」
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
、
ス
マ
ホ
を

現
在
位
置
確
認
に
使
用
し
た
。
私

の
考
え
は

「道
を
間
違
わ
な
い
た

め
に
は
、
何
で
も
使
え
ば
い
い
じ

ゃ
ん
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

９
時
か
ら
挨
拶
と
準
備
運
動
を

行
い
、
い
つ
も
の

ヨ

ン
パ
ス
の

使
い
方
練
習
シ
ー
ト
』
を
使
用
し

コ
ン
パ
ス
の
使

い
方
を
説
明
す

る
。
次
に
、
地
図
を
見
な
が
ら
林

道
を
歩
き
、
特
徴
物
の
説
明
を
お

こ
な

っ
た
。

最
初
の
１
番
か
ら
ト
ッ
プ
を
交

代
し
、
次
の
番
号
ま
で
行

っ
て
ト

ッ
プ
が
止
ま
る
こ
と
に
し
た
。
地

図
読
み
は

「
予
測
」
が
大
事
で
、

こ
の

「
予
測
」
を
体
に
染
み
込
ま

せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
林
道

を
歩
い
て
い
る
の
で
現
在
位
置
確

認
は
容
易
で
あ
る
が
、
地
図
マ
ニ

ア
は
林
道
を
隣
接
し
て
流
れ
て
い

る
川
が
右
を
流
れ
た
り
、
左
に
流

れ
た
り
、
少
し
離
れ
た
り
し
て
い

る
実
際
の
地
形
と
国
土
地
理
院
の

地
形
図
の
精
度
の
高
さ
を
熱
く
語

り
始
め
る
。

林
道
に
い
る
段
階
で
コ
ン
パ
ス

を
で
き
る
だ
け
多
く
使
用
し
、
進

行
方
向
や
道
の
脇
に
出
て
き
た
沢

の
走
行
性
が
正
し
い
か
検
証
を
し

て
歩
く
。
こ
の
コ
ン
パ
ス
操
作
が

下
り
道

（道
が
無
い
尾
根
）
で
役

立

っ
て
く
る
の
だ
。
７
番
か
ら
８

番
の
間
で
等
高
線
の
広
い
間
隔
と

狭
い
間
隔
が
傾
斜
の
急
や
平
を
表

現
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

９
番
と
１０
番
の
間
の
３
４
０
標
高

点
か
ら
南
に
派
生
し
て
い
る
尾
根

の
等
高
線
に
注
目
し
、
柔
ら
か
く

膨
ら
ん
で
い
る
と
こ
こ
に
隠
れ
ピ

ー
ク
が
発
生
し
、
隠
れ
コ
ル
も
あ

る
こ
と
が
多

い
。

１０
番
も
か
な
り

マ
ニ
ア
な
場
所
で
、
等
高
線
の
曲

が
り
が
実
際
の
地
形
で
は
や
わ
ら

か
い
沢
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
説

明
。
そ
し
て
大
事
な
こ
と
は
１０
番

の
手
前
は
尾
根
が
細
い
が
１０
番
の

辺
で
す
こ
し
太
く
な

っ
て
い
る
こ

と
を
説
明
。
単
に

「
尾
根
」
で
は

な
く

「細
い
尾
根
」
「太
い
尾
根
」

と
い
う
形
容
詞
が
大
切
に
な

っ
て

く
る
。

１０
番
辺
り
か
ら
予
測
を
声

に
出
す
こ
と
を
受
講
生
に
求
め

た
。
今
ま
で
は
コ
ン
パ
ス
の
使
い

方
、
地
形
の
見
方
、
等
高
線
の
表

現
力
に
重
点
を
置
い
て
い
た
が
、

当
初
の
目
的
の

「
予
測
」
を
体
に

染
み
込
ま
せ
る
こ
と
を
声
に
出
す

こ
と
で
、
再
度

「
予
測
」
の
大
切

さ
を
認
識
し
て
も
ら

つ
た
。

Ｈ
番
か
ら
１４
番
ま
で
は
、
コ
ン

パ
ス
を
使
用
し
た
り
、
地
形
の
特

徴
物
を
説
明
し
た
。

１４
番
に
は
ト

イ
レ
が
あ
る
。
こ
こ
で
１２
時
近
く

に
な

っ
た
の
で
お
昼
に
し
た
。
頂

上
ま
で
は
い
け
な
い
が
、
あ
く
ま

で
読
図
講
習
会
な
の
で
、
こ
れ
ぐ

ら
い
の
距
離
が
丁
度
い
い
。

下
り
は
武
田
道
を
下
る
こ
と
に

し
た
。
こ
の
下
り
の
尾
根
も
等
高

線
が
微
妙
に
曲
が

っ
て
い
る
。
こ

の
等
高
線
の
曲
が
り
に
よ

っ
て
、

隠
れ
ピ
ー
ク
や
小
さ
な
沢
が
形
成

さ
れ
て
い
る
。
細
か
く

一
つ
一
つ

説
明
し
て
い
く
。
受
講
生
の
皆
さ

ん
も
今
日

一
日
で
等
高
線
の
表
現

力
の
す
ば
ら
し
さ
や
国
土
地
理
院

の
地
形
図
作
製
に
つ
い
て
理
解
さ

れ
た
こ
と
と
思
う
。

林
道
か
ら
ｌ
ｃｍ
南
に
あ
る
細
長

い
小
ピ
ー
ク
ま
で
歩
測
し
た
。
受

講
者
の
方
に
は
、
朝

一
番
で
コ
ン

パ
ス
の
使
い
方
、
中
盤
は
地
形
の

特
徴
物
の
見
方
、
予
測
の
仕
方
、

下
り
で
距
離
感
を
養
う
の
が
目
的

だ

っ
た
。
尾
根
と
尾
根
が
交
わ

っ

た
と
こ
ろ
に
は
小
ピ
ド
ク
が
で
き

や
す
い
こ
と
も
学
ん
で
い
っ
た
。

い
よ
い
よ
蝶
の
形
を
し
た
尾
根

か
ら
コ
ン
パ
ス
を
頼
り
に
道
の
な

い
尾
根
を
下
る
。
受
講
生
の
方
に

「
コ
ン
パ
ス
を
セ
ツ
ト
し
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
と
、
進
行
方
向
を

コ
ン
パ
ス
で
定
め
て
い
る
。
そ
し

て
、
コ
ン
パ
ス
を
頼
り
に
下
る
と

道
に
迷
わ
な
い
安
心
感
さ
え
受
講

生
に
は
芽
生
え
て
い
る
よ
う
に
感

じ
た
。

今
回
の
講
習
会
は
、
距
離
も
よ

か
っ
た
し
、
時
間
も
よ
か

っ
た
。

ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ

「ジ
オ
グ
ラ
フ

ィ
カ
」
も
現
在
位
置
確
認
に
は
役

立
つ
こ
と
が
分
か
っ
た
。
も

つ
と

多
く
の
方
に
使
用
す
る
こ
と
を
呼

び
掛
け
て
い
き
た
い
と
感
じ
た
。

デ
ン
ソ
ー
山
岳
部

吉

田

有
希

私
は
、
デ
ン
ソ
ー
山
岳
部
に
入

部
し
て
５
年
に
な
り
ま
す
が
、
地

図
を

『見
る
』
こ
と
は
で
き
て
も
、

『読
む
』
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
は
、

恥
ず
か
し
な
が
ら
理
解
し
て
は
忘

れ
る
、
理
解
し
て
は
忘
れ
る
の
繰

り
返
し
で
し
た
。
今
ま
で
は
、
コ

ン
パ
ス
は
い
つ
も
ザ
ッ
ク
の
中
に

入

っ
て
お
り
、
時
折
出
し
て
方
向

を
確
認
す
る
程
度
で
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
登
山
教
室
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
読
図
の
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面
白
さ

。
愉
し
さ

。
奥
深
さ
を
知

り
ま
し
た
。
講
習
内
容
は
、
コ
ン

パ
ス
の
使
い
方
か
ら
始
ま
り
、
整

置

・
予
測
歩
行

。
歩
測

・
隠
れ
小

ピ
ー
ク
の
探
し
方
な
ど
に
加
え

て
、
地
形
図
に
込
め
ら
れ
た
国
土

地
理
院
職
員
の
想
い
な
ど
を
教
え

て
頂
き
ま
し
た
。

今
ま
で
読
図
に
つ
い
て
は
、
独

学
で
あ

っ
た
た
め
か
、
な
か
な
か

腑
に
落
ち
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
わ
か
り
や
す
く
丁
寧

に
、
そ
し
て
熱
く
語
ら
れ
る
河
合

講
師

の
お
話
に
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま

し
た
。
地
図
を
読
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
、
も

っ
と
も

つ

と
山
は
面
白
く
な
る
と
気
が

つ
い

た
の
で
す
ｃ
読
図
で
大
切
な
の
は

①
予
測
②
行
動
③
確
認
で
あ
る
こ

と
。
そ
し
て
、
行
動
で
大
切
な
こ

と
は
①
体
力
②
冷
静
さ
③
技
術
だ

と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
言
葉
を
胸

に
刻
み
、
地
図
と

コ
ン
パ
ス
と
仲

良
く
な
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

富

路

山

～

五
丼

山

で
清

掃

登

山

～

多

く

の
ゴ

ミ

愛
知
岳
連
自
然
保
護
委
員
会
主

催

の
清
掃
登
山
が
、
５
月
２９
日

（日
￥
一河
の
宮
路
山
～
五
井
山
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

朝
９
時
に
名
鉄
名
電
赤
坂
駅
前

に
岳
連
会
員
３４
名
が
集
合
し
、
班

別
に
分
か
れ
て
出
発
す
る
。
予
定

通
り
宮
路
山
に
Ｈ
時
頃
に
到
着
。

あ
い
に
く
霞
が
か
か
り
三
河
湾
が

か
す
ん
で
見
え
る
。

小
体
上
の
後
、
五
井
山

へ
と
向

か
う
。
登
山
道
は
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

を
繰
り
返
す
が
、
途
中
、
サ
ン
コ

ウ
チ
ョ
ウ
の
囀
り
と
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
。
他
に
は
ホ
ト
ト
ギ

ス
、
キ
ビ
タ
キ
、
オ
オ
ル
リ
な
ど

の
夏
鳥
の
囀
り
を
聞
き
、
ゴ
ミ
を

を
収
拾
す
る
～

拾
い
な
が
ら
歩
く
。
ま
た
、
五
井

山
頂
直
下
で
は
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

五
井
山
頂
上
で
昼
食
に
し
、
全

員
で
記
念
写
真
を
撮
る
。
下
山
は

石
山
神
社

ヘ
ロ
指
し
て
下
る
が
、

途
中
の
林
道
付
近
に
多
く
の
ゴ
ミ

が
捨
て
ら
れ
て
お
り
、
参
加
者
は

ゴ
ミ
の
収
拾
に
努
め
た
。

石
山
神
社
に
着
く
と
ゴ
ミ
を
振

り
分
け
し
挨
拶
の
後
、
解
散
式
を

行

っ
た
。

来
年
度
は
、
各
山
岳
会
よ
り
多

く
の
参
加
者
を
募

っ
て
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
　

　

（鈴
木
行
薫
）

風
雪
の
木
曽
駒
ヶ
岳

や
ま
び
こ
山
想
会

福

島

宙
小
子

入
会
間
も
な
い
私
達
２
人
は
、

冬
合
宿
に
も
参
加
で
き
ず
に
い
る

の
を
見
兼
ね
て
、
会
長
が
本
格
的

な
３
千
米
級
の
雪
山
を
計
画
し
て

く
だ
さ

っ
た
。

平
成
１６
年
１２
月
３０
日
、
し
ら
び

平
か
ら

ロ
ー
プ
ウ

エ
ー
で
千
畳

敷
、
浄
土
乗
越
を
経
て
宝
剣
山
荘

前
で
テ
ン
ト
を
張
り
、
翌
日
、
本

曽
駒
ヶ
岳
を
登
頂
し
下
山
す
る
予

定
で
し
た
。

千
畳
敷
に
着
く
と
積
雪
６０
ｃｍ
で

風
は
余
り
強
く
は
な
か

っ
た
。
た

だ
寒
波
が
近
づ

い
て
い
る
ら
し

い
。
山
荘
前
に
着
く
と
テ
ン
場
に

は
先
客
が
あ
り
、
テ
ン
ト
２
張
り

が
あ

っ
た
。
私
達
も
ス
ペ
ー
ス
を

見
つ
け
４
人
用
の
エ
ス
パ
ー
ス
を

張

っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
い
よ
い
よ

雪
と
風
が
強
ま
り
、
楽
し
い
酒
盛

り
の
は
ず
が
、
余
り
の
寒
さ
と
ト

イ
レ
の
事
が
心
配
で
そ
う
そ
う
に

就
寝
し
た
。
す
る
と
自
分
の
息
が

キ
ラ
キ
ラ
と
結
晶
に
な
り
綺
一麗

だ

っ
た
事
を
覚
え
て
い
る
。
テ
ン

ト
に
内
張
り
を
し
て
３
人
寄
り

添

っ
て
寝
る
が
、
強
風
で
テ
ン
ト

が
歪
み
寝
て
い
る
自
分
の
額
に
内

張
り
が
当
た
り
、
こ
の
ま
ま
テ
ン

ト
ご
と
飛
ば
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
、
恐
怖
で
な
か
な
か
眠
れ
な

か

っ
た
。

□

翌
朝
、
目
が
覚
め
る
と
テ
ン
ト

が
ガ
チ
ガ
チ
に
凍
り
、
雪
が
積
り

風
雪
も
お
さ
ま
る
様
子
が
な
い
。

止
む
な
く
今
日
の
登
頂
を
諦
め
、

軽
め
に
朝
食
し
飛
ば
さ
れ
そ
う
な

テ
ン
ト
を
な
ん
と
か
撤
収
し
て
下

山
す
る
こ
と
に
。

２０
分
程
で
浄
土
乗
越
を
下
り
出

し
た
頃
、
風
と
雪
が
降
り
し
き
る

中
、
金
属
が
擦
れ
合
う
よ
う
な
不

気
味
な
音
が
響
き
わ
た
り
、
ホ
ワ

イ
ト
ア
ウ
ト
で
視
界
が
な
い
状
態

に
会
長
は
新
人
２
人
を
連
れ
、
こ

れ
以
上
進
む
の
は
無
理
と
判
断
さ

れ
宝
剣
山
荘

へ
引
き
返
し
た
。

そ
の
日
は
山
荘
で

一
泊
す
る
事

に
し
暖
を
と

っ
て
い
る
と
、
突
然

山
荘
の
一扉
が
開
き
中
年
男
性
と
小

屋
の
ア
ル
バ
イ
ト
青
年
が
な
だ
れ

込
む
よ
う
に
入

っ
て
来
た
。
男
性

は
全
身
雪
ま
み
れ
で
恐
怖
に
怯
え

ブ
ル
ブ
ル
震
え
て
い
る
。
ど
う
や

ら
登
る
途
中
で
雪
崩
に
遭
い
押
し

流
さ
れ
た
ら
し
い
。
後
の
青
年
に

助
け
て
も
ら
い
、
や
つ
と
の
思
い

で
小
屋
に
辿
り
着
い
た
と
言
う
。

あ
の
時
、
私
達
も
行
動
し
て
い

た
ら
き

つ
と
雪
崩
に
遭
遇
し
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、
本

当
に
ぞ

っ
と
し
ま
す
…
。

こ
の
山
行
で
、
自
然
の
怖
さ
、

判
断
の
大
切
さ
を
学
ぶ
貴
重
な
体

験
が
で
き
た
事
は
、
そ
れ
以
後
の

山
に
向
き
合
う
貴
い
教
訓
と
な

っ

て
お
り
、
会
長
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
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確

保

技

術

研

修

会

ｏ
講

習

会

参

加

者

多

く

活

気

脹

る

ノ

去
る
６
月
２５
～
２６
日
、
確
保
技

術
研
修
会

・
講
習
会
が
、
豊
田
市

鞍
ヶ
池
公
園
に
於
い
て
２
日
間
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
４８
人

（内
、
指
導
員

１０
人
補
助
員
５
人
）
で
初
級

（２３

人
）
岩

。
中
上
級

（８
人
）
縦
走

（
２
人
）
に
分
か
れ
て
場
所
を
移

し
技
術
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

▽
初
級
の
講
習
内
容
＝

。
綱
引
き

一肩
が
ら
み
制
動

。
装
備
チ
ェ
ッ

ク

・
ロ
ー
プ
の
ま
と
め
方

・
ア

ン
カ
ー
構
築

・
流
動
分
散

・
ト

ッ
プ
ロ
ー
プ
セ
ッ
ト
の
仕
方

・

シ
ン
グ
ル
ロ
ー
プ
で
の
登
攀

。

懸
垂
下
降

。
自
己
脱
出

▽
岩

。
中
上
級
＝

・
ア
ン
カ
ー
ポ

イ
ン
ト
の
設
置
方
法

・
カ
ム
ナ

ッ
ツ
の
使
い
方

・
ス
タ
カ
ッ
ト

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
流
れ

。
セ
カ

ン
ド
及
び
ト

ッ
プ

の
自
己
脱

出

。
ロ
ー
プ
登
高

・
懸
垂
下
降

の
流
れ
と
注
意
点
、
ロ
ー
プ
長

が
足
ら
な
い
時
の
対
処
方
法

▽
縦
走
＝
肩
が
ら
み
に
よ
る
制
動

確
保

・
装
備
、
読
図
、
歩
き

方

。
ロ
ー
プ
の
使

い
方
な
ど

以
上
の
項
目
を
２
日
間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
宿
泊
の
龍
渓
院
で
は
２９

人
が
参
加
し
、
中
山
さ
ん
の
マ
カ

ル
ー
登
頂
報
告
を
聞
き
、
賑
や
か

に
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

‘
　

　

　

　

（本
田
光
彦
）

基
本
を
し
っ
か
り
学
ぶ

豊
川
山
岳
会

牧

原

大
貴

私
は
豊
川
山
岳
会
に
入
会
し
て

１
年
に
な
り
ま
す
。
山
岳
会
に
入

会
し
て
初
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
多
く
、
と
て
も
充
実
し
て

い
ま
す
。

そ
の
中
で
４
月
か
ら
新
し
く
門

を
た
た
い
た
の
が
岩
登
り
で
す
。

岩
登
り
を
始
め
て
３
ヶ
月
ぐ
ら
い

に
な
り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

『登

る
』
と
い
う
行
為
の
み
で
安
全
に

対
す
る
考
え
や
、
確
保
技
術
、
ロ

ー
プ
ワ
ー
ク
等
を
習
得
し
て
い
な

く
、
先
輩
方
に
頼
り
き
り
に
な

っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
少
し
で
も

自
分
の
能
力
で
登
攀
で
き
る
よ
う

に
と
参
加
し
た
の
が

「確
保
技
術

講
習
会
」
で
す
。
自
分
は
初
級
で

の
講
習
を
受
け
ま
し
た
が
、
結
論

か
ら
い
う
と
、
必
ず
受
講
し
た
ほ

う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
岩
登
り

し
な
い
方
で
も
、
沢
登
り
や
、
雪

山
、
懸
垂
下
降
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
箇
所
等
、
役
立
つ
場
面
は
多

数
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

・
自
分
の
身
は
自
分
で
助
け
る
。

・
自
分

の
身
は
パ
ー
ト
ナ
ー
に
預

け
る
。

。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
命
を
自
分
が
守

フ

０

。

常
に
危
険
が
伴
う
、
山
登
り
に

無
知
で
い
く
の
と
、
基
本
を
備
え

て
い
く
の
で
は
も
ち
ろ
ん
安
全
面

で
も
変
わ
る
と
思
い
ま
す
し
、
山

登
り
の
楽
し
み
方
も
変
わ

っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
。

講
師
の
方
に
は
二
日
間
、
み
っ

ち
り
教
え
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し

て
い
ま
す

）^
こ
の
技
術
を
身
に
つ

け
て
、
広
め
て
い
け
る
よ
う
に
精

進
し
て
い
き
ま
す
―

講
習
会
は
定
期
的
に
参
加

豊
橋
山
岳
会

渡

辺

早

織

先
日
の
講
習
会
で
私
は
中
上
級

気

象

一講
●
習
二
〓

＝
天
気
図
の
読
み
方
＝

第
１
回
気
象
講
習
会
が
、
６
月

‐２
日
（日
）
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
で
９

時
３０
分
か
ら
１５
時
３０
分
ま
で
、
講

師
に
田
辺
元
祥
先
生
を
迎
え
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
従
来
か
ら
の

「
天
気

図
の
描
き
方
」
か
ら

「
天
気
図
の

見
方
」
に
テ
ー
マ
を
変
え
、　
一
般

会
員
対
象
の
講
習
会
で
し
た
。

午
前
中
は
、
基
本
的
な
天
気
図

コ
ー
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。
初
め

て
教
え
て
も
ら
う
、
ラ
ペ
ル
で
の

コ
ブ
の
通
過
や
ロ
ー
プ
の
長
さ
が

足
り
な
い
と
き
に
、
ス
リ
ン
グ
で

足
し
な
が
ら
降
り
て
い
く
方
法
な

ど
、
こ
ん
な
や
り
方
が
あ

っ
た
の

か
と
、
日
か
ら
鱗
で
し
た
。

以
前
、
尾
根
の
側
壁
を
ラ
ベ
ル

し
た
時
に
、
地
面
に
届
く
か
ど
う

か
不
安
に
な
り
な
が
ら
降
り
た
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
時
に
こ
の
方
法

を
知

っ
て
い
た
ら
安
全
に
降
り
ら

れ
た
の
に
、
習

っ
た
こ
と
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
繰
り

返
し
練
習
し
会
の
仲
間
に
伝
達
講

習
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
講
習
会
に
定
期
的
に
参

加
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
だ

と
思
い
ま
し
た
。

の
見
方
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

午
後
は
天
気
図
か
ら
見
た
、
高
気

圧
、
低
気
圧
、
前
線
な
ど
の
動
き

か
ら
、
天
気
を
予
測
す
る
ポ
イ
ン

ト
な
ど
学
び
ま
し
た
。

尚
、
第
２
回
は
９
月
２５
日
（日
）

９
時
３０
分
か
ら
１５
時
３０
分
ま
で
、

安
城
市
民
会
館
視
聴
覚
室
で

「
天

気
図
の
描
き
方
」
講
習
会
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
気
象
通
報
を
聞

い
て
、
地
上
天
気
図
を
描
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
気
象
及
び
天
気

図
に
関
心
を
持

っ
て
頂
き
、
今
後

の
登
山
活
動
に
生
か
し
て
下
さ
い
。
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「
山
一の
一日
」
一制
一定
・記
念
一．講
一演
会

「
山
の
日
」
制
定
を
記
念
し
た

自
然
保
護
委
員
会

（鈴
木
行
薫
委

員
長
）
企
画
の

「
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の

生
態
に
つ
い
て
」
講
演
会
が
、
６

月
２６
日
（日
）
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
で

午
後
１
時
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
講

師
は
立
山
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
追
い

続
け
て
１５
年
と

い
う
野
鳥
写
真

家

・
戸
塚
学
氏
を
迎
え
て
６０
余
名

が
聴
講
し
た
。

「
ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
息

地
は
、
本
州
中
部
の
高
山
帯
の
み

に
生
息
し
、
北
限
は
新
潟
県
頸
城

山
塊
の
火
打
山
と
焼
山
、
南
限
は

赤
石
山
脈

（南
ア
ル
プ
ス
）
の
イ

ザ
ル
ガ
岳
で
あ
る
。
最
近
は
白
山

で
も
再
発
見
さ
れ
た
と
い
う

ニ
ュ

ー
ス
が
あ

つ
た
。

６０
年
代
以
降
数

回
八
ヶ
岳
東
天
狗
岳
、
飯
縄
山
や

戸
隠
連
峰
高
妻
山
で
目
撃
さ
れ
て

い
た
。
中
央
ア
ル
プ
ス
で
は
６０
年

代
駒

ヶ
岳

ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
開
通

後
、
数
年
で
絶
滅
、
登
山
者
が
残

し
た
残
飯
を
食
べ
に
テ
ン
や
キ
ツ

ネ
な
ど
の
天
敵
が
侵
入
し
た
の
が

原
因
ら
し
い
。

富
士
山
で
は
、

６０
年
８
月
白
馬

岳
山
麓
か
ら
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
成
鳥

オ
ス
３
羽
、
メ
ス
ー
羽
、
性
別
不

明
ヒ
ナ
４
羽
が
陸
上
自
衛
隊
の
ヘ

リ
で
運
ば
れ
、
２
千
米
の
静
岡
県

側
の
富
士
宮
４
．
５
合
ロ

ヘ
放
鳥
さ
れ

た
。
そ
の
後
、

６４
年
に
１０
羽
、

６５

年
に
１２
羽
が
確
認
さ
れ
る
が
６９
年

１０
月
吉
田
口
登
山
口
の
近
く
で
見

ら
れ
た
の
を
境
に
姿
を
確
認
で
き

ず
絶
滅
し
た
と
発
表
さ
れ
た
。

ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
、
全
長
３７
ｃｍ
、

体
重
４
０
０
～
６
０
０

ｇ
、
翼
開

長
５９

ｃｍ
で
８０
年
代
は
３
千
羽
、

２
０
０
０
年
代
は
２
千
羽
が
生
息

と
い
わ
れ
て
い
た
。
ラ
イ
チ
ョ
ウ

は
、
１
年
に
３
回
換
羽
、
こ
れ
は

夏
羽
♂
羽
の
色
が
変
わ
る
も
の
を

タ
ー
ミ
ガ
ン
、
変
わ
ら
な
い
も
の

を
グ
ロ
ー
ス
と
呼
び
特
別
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

オ
ス
、
メ
ス
の
見
分
け
方
は
目

の
ま
わ
り
の
模
様
と
羽
で
判
別
で

き
、
オ
ス
は
気
分
に
よ
っ
て
肉
冠

剣

岳

北

方

稜

線

岡
崎
山
岳
会

一品
村
　
一
生

数
年
前
の
同
じ
時
期
、
私
が
ま

だ
新
人
だ

っ
た
頃
、
剣
岳
裏
の
赤

谷
山

へ
連
れ
て
行

っ
て
も
ら

つ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
北

方
稜
線
を
指
さ
し
て
聞
か
さ
れ
た

一
言

「
こ
こ
か
ら
先
は
、
ま
さ
に

冒
険
の
世
界
だ
よ
。
」
そ
れ
か
ら

数
年
経
ち
北
方
稜
線
に
挑
戦
す
る

と
は
、
そ
の
時
は
考
え
も
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

岡
崎
山
岳
会
員
３
名
で
、
初
日

ま
ず
は
赤
谷
山
を
目
指
し
ま
す
。

道
中
、
予
想
通
り
雪
は
少
な
か

っ

た
が
、
少
々
ル
ー
ト
を
逸
れ
分
速

１
メ
ー
ト
ル
の
ひ
ど
い
薮
こ
ぎ
を

強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か

予
定
通
り
赤
谷
山
へ
到
着
し
ま
し

た
。２

日
日
、
予
想
通
り
天
候
は
悪

く
、
雨
と
強
風
そ
し
て
深
い
霧
が

立
ち
込
め
し
ば
ら
く
停
滞
し
、

１０

時
を
過
ぎ
霧
が
い
っ
き
に
晴
れ
た

と
こ
ろ
で
出
発
し
ま
し
た
。
こ
の

日
の
目
標
は
最
低
で
も
大
窓
、
あ

わ
よ
く
ば
そ
の
先

へ
。
ロ
ー
プ
を

出
し
た
の
は
赤

ハ
ゲ
か
ら
の
ナ
イ

フ
リ

ッ
ジ
後

の
雪
壁

一
か
所

の

み
。
し
か
し
、
雪
は
少
な
く
ル
ー

ト
が
は

っ
き
り
せ
ず
、
ま
た
深
い

薮
こ
ぎ
に
…
。
結
局
、
思
う
よ
う

に
ス
ピ
ー
ド
は
上
が
ら
ず
最
低
目

標
の
大
窓
で
幕
営
し
ま
し
た
。
こ

の
日
の
夜
は
、
も
の
す
ご
い
音
の

風
速
２０

ｍ
ほ
ど
の
風
が
吹
き
、
不

安
と
寒
さ
で
イ
マ
イ
チ
眠
れ
ず
に

夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

３
日
日
、
「
天
気
晴
朗
ナ
レ
ド

モ
風
強
シ
」
最
低
で
も
三
の
窓
、

あ
わ
よ
く
ば
早
月
小
屋
を
目
指
し

出
発
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
日

も
な
か
な
か
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
ら

ず
…
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち

に
予
想
以
上
に
早
く
雲
が
張
り
出

し
、
た
ち
ま
ち
視
界
１０

ｍ
と
な
り

ま
す
。
な
ん
と
か
池
ノ
平
山
ま
で

到
着
す
る
も
、
こ
こ
ら
が
潮
時
か

…
。
そ
し
て
、
敗
退
を
決
意
し
ま

す
。
池
ノ
平
山
荘
～
剣
沢
～
室
堂

ヘ
エ
ス
ケ
ー
プ
し
ま
し
た
。

鍛
沢
に
到
着
し
た
こ
ろ
に
は
ガ

ス
も
晴
れ
、
美
し
い
飢
岳
が
姿
を

現
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
を
見

る
と
、
そ
れ
ま
で
は
仕
方
が
な
い

と
割
り
切
れ
て
い
た
気
持
ち
に
無

性
に
悔
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き
ま

し
た
。
す
る
と
、
日
に
映
る
鍛
岳

は

一
層
輝
い
て
見
え
て
き
ま
す
。

ピ
ー
ク
ヘ
立

っ
た
自
分
を
想
像
し

て
み
ま
し
た
。
ま
た
、
ピ
ー
ク
ヘ

の
憧
れ
は
強
く
な
り
ま
す
。
力
及

ば
ず
…
、
想
い
は
ま
た
強
く
な
り

ま
す
。

タ
ラ
イ
一チ

ヨ
ウ
一の
生
一態
一に

つ
い
一て
・

書山豊山
報 告 記

5月 3日～ 5日

建設業許可を取りたい、日本国籍を取得したい (帰

化 )、 遺言を公正証書で作成 したい、戸籍謄本や除

籍謄本を代行取得 して欲 しい、任意成年後見の相談
をしたい、会計記帳を頼みたい等々

うなざ鉾二丁a い ば しよう

脅勢 1.孝
〒460-0003名 古屋市中区錦三丁目13番 22号

TEL〈 052〉 951-1166番
営業時間  午前 11100～午後 2130

午後 生∞～午後 8:00

定 休 日   日曜日・第二・第二月曜日

〒460-0002 名古屋市中区丸の内 3丁 目21番21号

"弱
好ス屋大通駅から2分 0/1丸の内東桜ビル1004号室

丁EL:090-4857-9130
∪RL:http://www.nygs‐ o青ice.com/
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を
出
し
た
り
引

っ
こ
め
た
り
す

る
。
そ
し
て
喧
嘩
す
る
以
外
は
余

り
鳴
か
な
い
。
よ
く
岩
上
に
居
る

こ
と
が
あ
る
が
、
縄
張
り
を
見
張

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

食
物
は
主
に
植
物
で
つ
い
ば
む

程
度
で
、
７
月
中
旬
に
ヒ
ナ
が
生

ま
れ
る
が

一
ヶ
月
内
に
殆
ど
が
死

ぬ
。
原
因
は
体
温
調
整
が
う
ま
く

で
き
な
い
の
と
天
敵
に
食
べ
ら
れ

て
し
ま
う
よ
う
だ
。
冬
は
足
毛
が

あ
り
雪
に
も
ぐ
ら
な
い
の
で
良
く

走
る
が
、
夏
に
な
る
と
毛
が
抜
け

る
。
水
は
余
り
飲
ま
ず
砂
遊
び
を

す
る
の
を
見
か
け
る
」
な
ど
、
い

ろ
ん
な
生
態
を
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ

え
て
語
ら
れ
、
ま
た
立
山
の
素
晴

ら
し
い
光
景
写
真
が
紹
介
さ
れ
、

聴
講
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

．●
常
一任
一理
一事
一一一一一．一一会
●
●

▼
７
月
５
日
（火
）
Ｏ
Ｍ
Ｃ
ビ
ル

〔出
席
者
〕
安
藤
会
長
、
高
橋
副

会
長
、
北
村
理
事
長
、
岩
瀬
副

理
事
長
、
椙
山
、
丹
羽
、
高
木
、

鈴
木
、
星
、
岩
狭
、
田
山
各
常

任
理
事
、
中
平
等
顧
間

Ｉ
　
報
告
事
項

１
．
自
然
保
護
委
員
会

（６
／
９

県
ス
ポ
）
鈴
木

２
　
日
山
協
指
導
員
総
会

（６
／

Ｈ
～
‐２
東
京
）
本
田

３
．
国
際
委
員
総
会
兼
第
５５
回
海

外
登
山
技
術
研
究
会

（６
／
Ｈ

～
‐２
京
都
）
有
冨

４
．
第
１
回
気
象
講
習
会

（６
／

‐２
県
ス
ポ
）
岩
狭

５
。
東
海
総
体

（６
／
１２
～
‐９
静

岡
湖
西
連
峰
）

６
．
指
導
員
事
前
研
修

（６
／
１８

～
‐９
南
山
）
（６
／
２５
～
２６
鞍
ヶ

池
公
園
）
高
木

７
．
遭
難
対
策
研
修
会
兼
委
員
総

会

（６
／
２５
～
２６
埼
玉
）
高
橋

８
　
山
の
日
記
念
講
演
会

（６
／

２６
県
ス
ポ
）
鈴
木

９
．
指
導
員
総
会

（６
／
２８
県
ス

ポ
）
高
木

Ⅱ
　
審
議

。
お
知
ら
せ
事
項

１
．
全
国
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会

（７
／
８
東
一示
Ｉ
局
橋

２
．
気
象
遭
難
対
策
講
習
会

（７

／
１０
県
ス
ポ
）
岩
瀬

３
　
国
体
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

（
７
／
１６
～
‐７
浜
松

。
豊
橋
）

田
山

４
．
Ｊｒ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会

（
７
／
２‐

．
２２
ビ

ツ
ク
ロ
ツ
ク

自
由
人
）
岩
狭

５
　
全
国
高
等
学
校
登
山
大
会

（
８
／
６
～
１０
岡
山

。
蒜
山
）

岩
狭

６
．
高
体
連
夏
期
大
会

（８
／
１７

～
‐９
県
民
の
森

・
海
老
沢
）
岩

12    11  10     9   8   7
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伊
藤
智
彦
（高
体
連
）
本
田
光
彦

（ア
イ
シ
ン
精
機
）
水
野
史
朗
（イ

ノ
ア
ッ
ク
）
永
田
昌
美
（岡
崎
山

岳
会
）
岩
瀬
幹
生
（蒲
郡
山
の
会
）

豊
田
豊
美
（春
日
井
山
岳
会
）
磯

野
富
士
郎
（嶺
山
岳
会
）
織
田
善

夫
（中
京
山
岳
会
）
伊
藤
敦
彦
（中

央
ア
ル
パ
イ
ン
）
斎
藤
健

一
郎

（ト
ヨ
タ
自
動
車
）
井
樋
哲
也
宣
ユ

田
自
動
織
機
）
森
田
金
明
宣
ユ
田

山
岳
会
）
白
井
良
岳
宣
豆
川
山
岳

会
）
水
野
起
己
（東
海
電
々
）
久

保
田
正
紀
（名
古
屋
山
岳
会
）
鬼

頭
健

一
（名
古
屋
山
の
会
）
井
口

朋
美
（Ｎ
Ｇ
Ｈ
）
石
原
博
之
（名
古

屋
渓
稜
会
）
杉
本
三
郎
（名
古
屋

テ
ク
テ
ク
山
岳
会
）
森
辰
夫
（名

古
屋
登
稜
会
）
荻
須
昭
大
（
Ｒ
Ｃ

Ｃ
）
神
戸
和
広
貧
ア
ン
ソ
ー
）
山

下
利
明
（ブ
ラ
ザ
ー
エ
業
）
島
航

太
郎
（碧
稜
山
岳
会
）
木
村
行
宏

（三
菱
電
機
名
菱
会
）
畠
山
大
樹

（三
菱
重
工
名
古
屋
大
江
）
佐
藤

春
彦

Ｔ
一菱
重
工
名
誘
）
市
川
義

行
（Ｊ
Ａ
Ｃ
）
田
中
芳
晴
（名
古
屋

這
い
松
山
岳
会
）
十
倉
崇
行
（愛

知
県
庁
）
野
間
修
（安
城
こ
も
れ

び
会
）
中
山
秀
樹
宣
ュ
橋
山
岳
会
）

朝
賀
敬

一
（名
古
屋
Ａ
Ｃ
Ｃ
）
有

馬

一
夫

（愛
知
山
岳
会
）
鈴
木
清

彦
（愛
知
学
院
大
）
長
田
知
恭
（愛

知
医
科
大
）
羽
田
明
史
（Ｇ
Ｓ
Ａ
）

原
田
泰
輔
（千
種
ア
ル
パ
イ
ン
）

水
野
保
夫

（
Ｍ
Ｍ
Ｃ
岡
崎
）
野
口

和
人
（大
山
山
岳
会
）
内
藤
善

一

（
や
ま
び
こ
山
想
会
）
清
水
敏
春

（名
古
屋
山
桂
会
）
山
田
義
清
（山

歩

の
会
）
片
田
保
彦

（岩
倉
山
岳

会
）
西
山
秀
夫
（東
海
白
樺
山
岳

会
）
笹
岡
庄
蔵
（銀
嶺
山
友
会
）

中
村
久
（名
古
屋
愛
山
会
）
辻
雅

彦
（Ｆ
Ｒ
Ｃ
）
酒
井
彰
彦
曾
一河
く

ら
ぶ
）
渡
邊
正
輝
（チ
ー
ム
猫
屋

敷
）
青
山
陽

一
（ま

っ
た
り
山
楽

会
）
小
島
國
男
（Ｓ
Ｕ
Ｎ

Ｙ
Ｏ
Ｕ

倶
楽
部
）

◇
　

◇

　
◇

◇

◆
９

ｅ
‐０
月
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◎
新
規
加
盟
団
体
紹
介

Ｓ
∪
Ｎ
　
Ｙ
Ｏ
∪
倶
楽
部

代
表

・
理
事
　
小
島
　
國
男

愛
知
県
愛
知
郡
東
郷
町
和
合
ヶ

丘

一
ノ
四
ノ
九

肌
０
５
６
１

・
３９

。
２
０
６
７

加
盟
団
体
・
役
員
名
簿
訂
正

加
盟
団
体

・
役
員
名
簿
に
誤
字

が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

（注

。
―
―
線
が
訂
正
個
所
）

◆
山
歩
の
会

代
表

。
理
事
　
山
田
義
清

〒
４
９
２

・
８
１
４
５
　
稲
沢

市
正
明
寺
１
１
４
１
７

◆
ま

っ
た
り
山
楽
会

理
事
　
土目
山
陽

一

海外トレッキング/世界の出旅 専P3旅行会社

ますは「ツアーカタログ」ご請求下さい

個人&グループでのご利用お待ち申し上げます

名古屋営業所 TEL:052-581-3211
〒450-0002名 古屋市中村区名駅3-23-2第 3千福ビル 3階

FAX:052-561-3338  E― mail:nagoyaOalpine― tour.oom

ホームページ http://www.alpine― tour.com

魃   蒻
月  日 容内

9.4
9.6
9.13
9.20
9.24
9.27
10.4
10, 7～ 9
10.15
10.15
10.18
10.22´V23
10.22^V23
10.29-30

第 2回気象講習会 (県 スポーツ会館 )

常任理事会 (OMCビル)

県民登山説明会 (県 スポーツ会館 )

第 2回登山勉強会 (豊橋 )

第 2回県民登山教室 (本宮山)

第 2回登山勉強会 (県 スポーツ会館 )

常任理事会 (OMCビル)

第71回国民体育大会 (岩手県)

第 3回県民登山教室 (鈴鹿山系 )

纂 :謳 禦
ミ
偵 群 も‰ ド

ランカ→

救助技術講習会研修会 (鞍 ヶ池公園)

鈴鹿山系連絡協議会
高体連・秋期登山講習会 (釈迦ヶ岳 )


